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一般社団法人スウェーデン社会研究所 所報 第 386 号

 

 

 
【スウェーデンの点描】スウェーデンの銃犯罪 

 2025 年 2 月に、スウェーデン中部の町エ

ーレブルー（Örebro）の成人教育学校（コ

ンブックス）で、犯人を含む 11 人が死亡す

るというスウェーデン史上最悪の銃乱射事

件が発生し、国中が悲しみに包まれました。

そのつい数日前には、イスラム教の聖典で

あるコーランを燃やす抗議活動によって起

訴された男性が、判決を言い渡される直前

に射殺されるという事件があったばかりで

した。 

 それらの動機や移民の増加などの背景事

情はさておき、スウェーデンではこうした

銃犯罪が近年非常に顕著です。 

 スイスのシンクタンク、スモール・アーム

ズ・サーベイによれば、スウェーデンにおけ

る銃火器による暴行死の人口 10 万人当た

りの割合（2021 年）は 0.50 人で、これは

EU 加盟国の中ではベルギーに次いで 2 番

目に高いです。また 100 人当たりの銃火器

の保有数（2017 年）は 23.1 と、ヨーロッ

写真：Anders Wiklund/TT News Agency/AP, CNN World 2025 年 2 月 7 日 
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パの中では比較的高い方です。 

 エーレブルーの事件の犯人は銃の免許を

有していました。スウェーデンでは、銃の免

許交付の際には、犯罪歴や病歴、薬物使用に

ついて確認することになっています。今回

の犯人については、犯罪歴はなかったよう

ですが、無職で精神的な問題を抱えていた

とも伝えられています。そのような人物が

正式に銃を所持できてしまったことへの反

省を踏まえ、政府は銃規制の強化の検討を

始めています。

【2024 年 5 月 24 日研究講座】 
『認知症の人や家族が安心して暮らし続けることができるスウェーデンの

まちづくり』 
スウェーデン・クオリティケア株式会社ジャパンエリア・ディレクター エ

ーミル・オストベリ氏 

 

 

今回は、視覚障害者として、3 度のパラリン

ピックに出場し、2002 年のソルトレイクシティパ

ラリンピックでは銀メダルを獲得した輝かしい

功績を持ちながら、日本に精通し日本語も堪

能な、スウェーデン・クオリティケア株式会社の

ジャパンエリア・ディレクターであるエーミル・オ

ストベリさんに久しぶりにご登壇いただき、認知

症予防から発症後の自宅暮らし、そして高齢

者施設での介護まで、認知症の進行に合わせ

て提供されるスウェーデンの地域サポートにつ

いてお話ししていただきました。 
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【2024 年 7 月 2 日研究講座】 
『スウェーデンのインクルーシブ教育』 
公立基礎特別支援学校教員・ヘッドティーチャー サリネンれい子氏 

 

今回は、ストックホルム大学特別支援教育

学部をご卒業され、ウプサラ大学教育科学部

修士課程に在籍しながら、スウェーデンの特

別支援教育士としてスウェーデンの首都ストッ

クホルム市最大の公立基礎特別支援学校で

教員、ヘッドティーチャーとして勤務されるかた

わら、2022 年に単著『医療・福祉・教育・社会

がつながるスウェーデンの多様な学校～子ど

もの発達を支える多職種協働システム』を刊行

されるなど、スウェーデンの福祉や教育に関す

る講演、執筆等の活動を精力的に行っていら

っしゃるサリネンれい子さんにお話をうかがい

ました。 

 

 

 

【2024 年 8 月 21 日研究講座】 
『北欧のスタートアップエコシステム』 
ノルディックイノベーションハウス東京 塩野明子氏 

 

WIPO（世界知的所有権機関）が毎年発表し

ているグローバル・イノベーション・インデ

ックスの 2023 年版ランキングにおいて、ス

ウェーデンは世界第２位でした。また北欧

５カ国における人口１人当たりのユニコー

ン企業の数は、アメリカのシリコンバレー

に次いで２位と、今や北欧は世界を代表す

るイノベーション地域となっています。北

欧諸国では、なぜこのようにイノベーティ
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ブなビジネスの起業が活発に行われている

のでしょうか。今回はその秘密を探るべく、

ノルディックイノベーションハウス東京の

塩野明子さんよりお話をうかがいました。 

 

 

 

 

【2024 年 11 月 12 日研究講座】 
『北欧留学の今むかしーこの半世紀を振り返って』 
ビネバル出版／北欧留学情報センター代表取締役社長 山中典夫氏 

 

 今回は、本研究所の会員でもいらっしゃる、

ビネバル出版／北欧留学情報センターの山

中典夫代表取締役社長をお招きしました。 

山中さんは今から 50 年前に北欧デンマーク

の地に足を踏み入れ、以来この半世紀にわた

って北欧と日本の架け橋としての役割を担っ

ていらっしゃいました。これまで 500 人以上の

日本人を北欧に送り出し、またサッカーの日韓

ワールドカップ（2002 年）や 2016 年のキリンカ

ップでデンマーク代表が訪れた際には通訳を

担当されるなどのご経験を踏まえて、この半世

紀における日本から北欧へのまなざしの変化

や、センターにおける活動についてなど、様々

なお話をうかがいました。 
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【2024 年 12 月 10 日研究講座】 
『スウェーデン翻訳家のキャリアと暮らし』 
書籍翻訳家・作家 久山葉子氏 

 

今回は、本研究所の会員で、スウェーデン

在住の書籍翻訳者である久山葉子さんに、

スウェーデン社会研究所の学生部＜

Sweäters＞所属のメンバーで、スウェーデ

ンに留学やフィールドワークに行った経験

のある５人と対談する形式で、本の翻訳と

いう仕事についてお話ししていただきまし

た。また、そのほかにもスウェーデンと本に

まつわるトレンド、スウェーデンでの生活、

高校で日本語を教えていた時のことなども

詳しくお話しいただきました。 

 

 

 

 

【2025 年 1 月 20 日研究講座】 
明治大学国際日本学部鈴木ゼミ第 14 期研究発表会 

 

 

 

明治大学国際日本学部鈴木ゼミでは、2012

年より毎年 JISS 研究講座の場で卒業発表を実

施しており、今年で 14 回目を迎えました。 
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高橋諒平・水越瑠奈・若松今日子「本当にスウ

ェーデン人は冷たいのか」 

 

 

鈴木朋実・林穂乃花「スウェーデン/日本の将

来に対する意識」 

 

 

高 木 浩 志 「 Shining Stones in Swedish 

Healthcare System」 

 

 

 

 

 

佐藤俊介・平林大樹「「働く」を最大化するため

のモデルケース」 

 

 

川田心美・田邉優奈「IDGs からみるスウェーデ

ンと日本の教育比較」 

 

 

平川鈴弓・和田安純「スウェーデンでは、ワー

クライフバランスが進み、保育支援制度も充実

しているにもかかわらず、なぜ出生率が下がり

続けているのか？」 
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スウェーデン社会研究所 学生部 Sweäters 
2024 年度 活動報告 

 私たち Sweäters は、「学生ならではの力

で、スウェーデン（北欧）と日本の人々が、

互いの存在をより身近に感じられるように

する」を目的に、日本支部と北欧支部に分か

れてイベントの企画・運営や情報発信を行

っています。今年度は、JISS 研究講座の進

行・対談に加え、国内で 7 つのイベントお

よびインタビューを実施し、スウェーデン

でも 4 つのイベントを開催しました。 

 

● 日本支部イベント一覧 

○ “SKA VI FIKA?” 料理交流イベント

（白玉・シナモンロール作り） 

○ スウェーデン商工会議所 Martin 

Koos 氏 インタビュー（商工会議所

やスウェーデン企業について） 

○ スウェーデンの環境教育 ～両角達平

氏による講義・ディスカッション～ 

○ ザリガニパーティー交流会（夏のス

ウェーデン料理を堪能） 

○ スウェーデン社会研究所 代表理事・

所長 鈴木賢志氏 インタビュー（北

欧政治や若者の政治意識向上につい

て） 

○ Lilla Fiket ～小さな北欧カフェ by 

Sweäters～ 

○ Language Exchange Fika 

 

● 北欧支部イベント一覧 

○ STUDENT EXPO ～Feel the Cool 

Japan～（女性の社会進出に関する

パネルディスカッション、日本文

化体験） 

○ Undoukai ～Japanese Sports 

Day～ 

○ Exploring “Oshogatsu” 

○ MOVIE NIGHT & ORIGAMI 

EXPERIENCE in Lund 

 

 以下、2024 年 12 月以降に開催された、

計 5 つのイベントをご紹介いたします。 

 また、12 月以前開催のイベントやインタ

ビュー動画につきましては、Sweäters のイ

ンスタグラムアカウント 

（ https://www.instagram.com/sweaters_jp/）

にて事後報告を投稿しておりますので、ぜ

ひそちらをご覧ください。 

［報告者：明治大学 国際日本学部 

亀田篤樹］ 
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【日本支部】 

『Lilla Fiket ～小さな北欧カフェ  by 

Sweäters～』 

2024 年 11 月 24 日、12 月 15 日開催 ＠北

欧料理レストラン Lilla Dalarna 

 

 「学生ならではの力を活かし、より多くの

人に北欧文化・Fika 文化を伝え、体験して

いただく」という目的のもと、六本木の北欧

料理レストラン 『リラ・ダーラナ』さんか

らお店をお借りして、北欧クリスマスカフ

ェを開催しました。 

 メニューには、スウェーデンワッフルや

リンゴンベリーサイダーに加え、クリスマ

スの定番である Glögg（ホットスパイスワ

イン）や Ris à la Malta（ミルク粥）など、

北欧のクリスマスを感じていただける料理

や飲み物を取り入れました。2 日間の開催

で、北欧留学経験者やスウェーデン出身の

方、また北欧文化に触れる機会がなかった

方など、延べ 116 名のお客様にご来店いた

だきました。 

 調理から接客まで Sweäters メンバーで

担当し、イベント終了後には大きな達成感

を得ることができました。今後も「学生なら

ではの力」を大切にし、メニューやコンセプ

トに工夫を加えながら、Sweäters の定番イ

ベントとしてさらに発展させていきたいと

考えています。 

 

 
 

［報告者：早稲田大学 国際教養学部  

渡辺美柊］ 
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『Language Exchange Fika』 

2024 年 12 月 21 日開催 ＠明治大学中野

キャンパス 

 

 今回は、スウェーデンと日本の文化及び

言語交流を目的に、明治大学のスペースを

お借りしてイベントを開催いたしました。

具体的な内容としては、スウェーデン語・日

本語の日常会話における簡単なフレーズを

一緒に学んだり、お互いの国にまつわるゲ

ーム大会を行ったりすることで親睦を深め

ました。後半はグループ内でフリートーク

の時間が設けられ、参加者が各々自由に会

話を楽しむ姿が見受けられました。また今

回は、スウェーデン文化を代表する Fika（コ

ーヒーブレイクや休憩を取る習慣）を体験

していただくためにコーヒーや紅茶、スナ

ックを用意しており、参加者の皆様には大

変ご好評をいただきました。 

 当イベントの第二の目的として、日本人

の方々に限らず北欧を含め海外の方々にも

私たち Sweäters 及び JISS の存在を知って

いただきたい、という想いで企画を行って

まいりました。実際に当日の参加者 26 人の

うち、スウェーデンや他の国から参加して

くださった方々は半数の 13 人にのぼり、小

さな歩みですが私たちの活動をより幅広く

伝えることができたと考えています。今後

も同様のイベントを開催していくことで、

より多くの人々が日本やスウェーデンの文

化について知るきっかけを作っていきたい

と思っております。 

 

 
 

［報告者：一橋大学 商学部  

岩井わかな］ 
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【北欧支部】 

『Undoukai ～Japanese Sports Day～』 

2025 年 1 月 19 日開催 @ストックホルム

大学 

 

 今回は、スウェーデンの学生の皆さんに

日本式の運動会を体験していただくことを

目的としたイベントを開催しました。実施

した種目は室内と屋外競技を合わせて 4 つ、

パン食い競争、尻尾取りゲーム、だるまさん

がころんだ、反対信号です。参加者は、日本

の国旗の赤と白、そしてスウェーデンの国

旗の青と黄色をテーマにした 4 つのチーム

に分かれて競い合いました。パン食い競争

では、従来の日本のパンに代えてシナモン

ロールを使用するなど、スウェーデンなら

ではの要素も取り入れ、日本とスウェーデ

ンの文化が融合した楽しいひとときを提供

しました。 

 参加者からは「日本の文化を体験できて

楽しかった」、「スポーツを通じて他の参加

者と気軽に交流できた」といった感想をい

ただきました。このようなイベントを通じ

て、異文化交流の大切さを実感することが

でき、今後も日本とスウェーデンを繋ぐ架

け橋となるようなイベントをたくさん開催

していきたいと考えています。引き続き、努

力していきますので、どうぞご期待くださ

い。 

 

 

［報告者：上智大学 法学部 清水美桜］ 

 

 

『Exploring “Oshogatsu”』 

2025 年 1 月 21 日開催 ＠ストックホルム

大学 

 

 今回は、スウェーデンの方に日本のお正

月文化を体験していただき、異文化交流を

深めることを目的としたイベントを開催し

ました。 

 まず、パワーポイントを用いて日本のお

正月文化について説明した後、お正月に親

しまれている食文化や遊びを体験していた

だきました。食文化の体験では、お餅とお茶

を提供し、きな粉や抹茶といった日本の定
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番の味だけでなく、スウェーデンで親しま

れているリンゴンベリーとお餅の組み合わ

せも楽しんでいただきました。遊びの体験

では、すごろくや福笑い、めんこといった日

本の伝統的なお正月遊びを体験してもらい

ました。後半は、日本の遊びを楽しみながら

フリートークを行い、参加者同士の交流を

深めました。参加者からは、食文化・遊びの

どちらに対してもご好評の声を頂きました。 

 今回の参加者は 17 名で、会場の都合上、

ストックホルム大学の学生のみの参加とな

ったため、想定より少ない人数でした。今後

のイベントでは、広報の方法をさらに工夫

し、より多くの方に参加していただけるよ

う努め、より充実したイベントを目指して

いきます。 

 

 
 

［報告者：関西外国語大学  

英語キャリア学部 小松翔］ 

 

 

『MOVIE NIGHT & ORIGAMI 

EXPERIENCE in Lund』 

2025 年 1 月 31 日開催 ＠ルンド大学 

 

 去年に引き続き、ルンド大学にて映画上

映会を開催いたしました。今年は「アニメを

通して地方都市の魅力を知ってもらう」こ

とを目標に、主人公が日本各地を旅する映

画『すずめの戸締まり』を上映しました。ま

た、上映前のサブイベントとして折り鶴体

験を実施しました。 

 当日は老若男女問わず、ルンド大学内外

から 50 名を超える方々にご来場いただき

ました。およそ 3 時間のイベントでしたが、

終始なごやかな雰囲気で幕を下ろすことが

できました。特に折り鶴体験の時間は活発
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にコミュニケーションが行われている様子

が見受けられました。参加後のアンケート

では、折り鶴体験、映画上映の両方でプラス

のコメントを頂くことができました。 

 企画の段階で広報や作成物のスケジュー

ルを綿密に立てられたことが、本イベント

の成功に繋がったと感じております。この

成功を足がかりに、今後もスウェーデンの

方々に日本の魅力を発信できるイベントを

行ってまいります。 

 

 

 

 
 

［報告者：宇都宮大学 国際学部  

遠藤千智］ 

 


